
平成２４年度

（第６期事業年度）

決 算 報 告 書

自 平成２４年４月 １日

至 平成２５年３月３１日



公立大学法人島根県立大学

（単位：百万円）

予算額 決算額
差　額

(決算－予算)
備　考

　収入

運営費交付金 1,887 1,907 20 （注１）

特殊要因経費補助金 207 54 ▲ 153 （注２）

自己収入 1,074 1,107 33

　 授業料及び入学金検定料 988 1,015 27 （注３）

　 その他収入 85 92 6 （注４）

外部補助金収入 14 39 26 （注５）

寄附金収入等 53 19 ▲ 34 （注６）

積立金取崩収入 108 - ▲108 （注７）

3,342 3,126 ▲216

　支出

業務費 3,142 3,071 ▲ 71

　 教育研究経費 697 619 ▲ 77 （注８）

　 人件費 1,942 1,916 ▲ 26 （注９）

　 一般管理費 503 536 33 （注10）

施設整備費 200 50 ▲151 （注11）

3,342 3,121 ▲221

- 6 6

■予算額と決算額の差異について

退職者数増に伴い、運営費交付金退職手当分収入が増加し、予算額に対して20百万円増加

しました。

出雲キャンパス新規駐車場整備事業の事業繰越に伴い、予算額に対して153百万円減少しま

した。
定員を上回る入学者の確保等により、予算額に対して27百万円増加しました。

施設利用者数の増等により、予算額に対して6百万円増加しました。

文部科学省「大学間連携共同教育推進事業」「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体

制整備事業」等の採択により、予算額に対して26百万円増加しました。

旧ＮＥＡＲ財団寄附金収入執行を取りやめる一方、受託研究費等の増により、予算額に対して
34百万円減少しました。

外部補助金の獲得、各経費の節約等により財源捻出し、積立金の取崩し全額取りやめたため、

予算額に対して108百万円減少しました。

文部科学省補助金事業等が増加する一方、教育研究費や寄附金事業等が実績減となり、

予算額に対して77百万円減少しました。
給与改定による給料の増等の一方、教職員の育児休業の増等により、予算額に対して26百

万円減少しました。

施設の老朽化等に伴う緊急の修繕等を行い、予算額に対して33百万円増加しました。

出雲キャンパス新規駐車場整備事業の事業繰越に伴い、予算額に対して151百万円減少

しました。

平成２４年度　決算報告書

区　　分

計

計

収入－支出

 （注１）

 （注２）

 （注３）
 （注４）

 （注５）

 （注11）

 （注６）

 （注７）

 （注８）

 （注９）

 （注10）


